


⑵

教育振興大会

学校・家庭・地域が協力

二　
月　
十　
九　
日　
、　
中　
央　
公　
民　
館　
に　
お　
い　

て　
八　
郷　
町　
教　
育　
振　
興　
大　
会　
が　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た　
。　
こ　
と　
し　
第　
二　
十　
二　
回　
を　
迎　
え　
た　

こ　
の　
大　
会　
に　
は　
、　
学　
校　
教　
育　
、　
社　
会　
教　

育　
関　
係　
者　
を　
は　
じ　
め　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
分　

野　
で　
活　
躍　
さ　
れ　
た　
み　
な　
さ　
ん　
合　
わ　
せ　
て　
、　

お　
よ　
そ　
三　
百　
名　
が　
参　
加　
し　
ま　
し　
た　
。　

大　
会　
で　
は　
、　
教　
育　
改　
革　
に　
伴　
う　
流　
れ　

の　
変　
化　
に　
対　
応　
し　
な　
が　
ら　
、　
学　
校　
教　
育　
、　

生　
涯　
学　
習　
、　
文　
化　
、　
社　
会　
体　
育　
な　
ど　
地　

域　
の　
特　
徴　
を　
生　
か　
し　
、　
バ　
ラ　
ン　
ス　
の　
と　

れ　
た　
教　
育　
振　
興　
を　
図　
る　
た　
め　
に　
、　
地　
域　
、　

学　
校　
、　
家　
庭　
が　
い　
っ　
そ　
う　
力　
を　
合　
わ　
せ　

て　
行　
く　
こ　
と　
を　
確　
認　
し　
ま　
し　
た　
。　

第
一
部
、
教
育
功
労
者
な
ど
表
彰

開催にあたり主催者として滝田教育委員長があいさつ

（　
芦　
葦　
小　
四　
年　
）　
・　
駒　
村　
の　
ぞ　
み　
（　
南　

中　
三　
年　
）　
・　
柿　
岡　
中　
学　
校　
吹　
奏　
楽　
部　
・　

南　
中　
学　
校　
軟　
式　
野　
球　
部　

【　
教　
育　
論　
文　
入　
賞　
者　
】　

▽　
優　
秀　
賞　
・　
木　
崎　
早　
苗　
（　
園　
部　
中　
教　
諭　
）　

・　
原　
部　
由　
美　
子　
（　
柿　
岡　
中　
教　
諭　
）　
・　
中　

山　
理　
恵　
子　
（　
南　
中　
教　
諭　
）　

▽　
優　
良　
賞　
・　
稲　
野　
辺　
貴　
人　
（　
瓦　
会　
小　
教　

諭　
）　
・　
中　
島　
励　
子　
（　
柿　
岡　
小　
教　
諭　
）　
・　

臼　
井　
照　
子　
（　
柿　
岡　
小　
教　
諭　
）　
・　
久　
保　
田　

恭　
子　
（　
柿　
岡　
小　
教　
諭　
）　
・　
松　
田　
裕　
子　

（　
柿　
岡　
中　
教　
諭　
）　

▽　
努　
力　
賞　
・　
萩　
島　
淳　
一　
（　
園　
部　
小　
教　
諭　
）　

豊
田
龍
彦
（
林
小
教
諭
）　
・
富
岡
彰　

（　
恋　
瀬　
小　
教　
諭　
）　
・　
伊　
藤　
武　
（　
芦　
葦　
小　

教　
諭　
）　
岡　
野　
は　
つ　
子　
（　
吉　
生　
小　
教　
諭　
）　・　

高　
野　
由　
紀　
子　
（　
小　
幡　
小　
教　
諭　
）　
・　
磯　
前　

利　
行　
（　
小　
桜　
小　
教　
諭　
）　
・　
小　
林　
正　
文　

（　
有　
明　
中　
教　
諭　
）　
・　
持　
丸　
ひ　
と　
み　
（　
柿　
岡　

中　
教　
諭　
）　

▽　
最　
優　
秀　
賞　

横　
田　
昌　
枝　
（　
山　
崎　
）　

▽　
優　
秀　
賞　
〔　
小　
学　
校　
の　
部　
〕　
板　
敷　
　　
諒　

（　
恋　
瀬　
小　
三　
年　
）　〔　
中　
学　
校　
の　
部　
〕　
木　
村　

さ　
や　
か　
（　
園　
部　
中　
二　
年　
）　〔　
一　
般　
の　
部　
〕　

杉　
崎　
さ　
お　
り　
（　
真　
家　
）　

▽　
優　
良　
賞　
〔　
小　
学　
校　
の　
部　
〕　
山　
田　
　　
栞　

（　
東　
成　
井　
小　
三　
年　
）　・　
久　
保　
田　
隆　
之　
（
園　

部　
小　
六　
年　
）　
・　
杉　
山　
栄　
理　
奈　
（　
瓦　
会　
小　

六　
年　
）　・
鈴　
木　
美　
佐　
子　
（　
林　
小　
六　
年　
）　・　

振　
興　
大　
会　
第　
一　
部　
で　
は　
、　
教　
育　
の　

各　
分　
野　
で　
功　
績　
の　
あ　
っ　
た　
方　
や　
活　
躍　

が　
認　
め　
ら　
れ　
た　
方　
た　
ち　
の　
表　
彰　
が　
行　

わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
受　
賞　
さ　
れ　
た　
み　
な　
さ　

ん　
は　
、　
次　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
退
任
役
員
】

大　
槻　
敏　
夫　
（　
前　
園　
部　
小　
会　
長　
）　
・　
生　

井　
富　
雄　
（　
前　
小　
桜　
小　
会　
長　
）　
・　
松　
崎　

守　
男　
（　
前　
南　
中　
会　
長　
）　
・　
比　
企　
俊　
雄　

（　
前　
瓦　
会　
小　
会　
長　
）　・　
足　
立　
良　
雄　
（　
前　

芦　
葦　
小　
会　
長　
）　
・　
駒　
場　
勝　
一　
（　
前　
吉　

生　
小　
会　
長　
）　
・　
神　
生　
賢　
一　
（　
前　
柿　
岡　

中　
会　
長　
）　

【　
社　
会　
教　
育　
功　
労　
者　
】　

佐　
藤　
芳　
夫　
（　
前　
林　
地　
区　
公　
民　
館　
長　
）　

・　
萩　
原　
清　
（　
前　
瓦　
会　
地　
区　
公　
民　
館　
）　

・　
岡　
崎　
和　
雄　
（　
前　
林　
地　
区　
公　
民　
館　
主　

事　
）　
・　
江　
畑　
昌　
一　
（　
片　
野　
排　
禍　
ば　
や　

し　
保　
存　
会　
）　

【　
社　
会　
体　
育　
功　
労　
者　
】　

永　
吉　
努　
（　
弓　
道　
全　
国　
大　
会　
出　
場　
）　・　

上　
田　
和　
子　
（　
弓　
道　
全　
国　
大　
会　
出　
場　
）　

【　
優　
良　
教　
職　
員　
】　

矢　
口　
重　
春　
（　
前　
小　
桜　
小　
教　
頭　
）　

【　
学　
校　
教　
育　
功　
労　
者　
】　

阿　
部　
壮　
太　
郎　
（　
林　
小　
四　
年　
）　
藤　
代　
純　

子　
・　
上　
野　
絵　
里　
子　
・　
相　
沢　
明　
日　
香　

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

オ　
ア　
シ　
ス　
作　
文　
入　
賞　
者　

表
彰
状
受
賞
者

感
謝
状
受
賞
者



第　
二　
部　
で　
は　
、　
元　
Ｎ　
Ｈ　
Ｋ　
ア　
ナ　
ウ　
ン　

サ　
ー　
の　
金　
子　
辰　
雄　
さ　
ん　
に　
よ　
る　
「　
人　
生　

三　
拍　
子　
、　
出　
会　
い　
、　
ふ　
れ　
あ　
い　
・　
通　
い　

合　
い　
」　
と　
い　
う　
演　
台　
で　
講　
演　
が　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　
金　
子　
さ　
ん　
は　
、　
Ｎ　
Ｈ　
Ｋ　
の　
ど　
自　

慢　
の　
司　
会　
者　
と　
し　
て　
十　
七　
年　
間　
携　
わ　
り　
、　

全　
国　
八　
百　
の　
市　
町　
村　
を　
訪　
れ　
ま　
し　
た　
。　

そ　
こ　
で　
出　
会　
っ　
た　
人　
は　
三　
十　
五　
万　
人　
以　

上　
に　
の　
ぼ　
り　
ま　
す　
。　
金　
子　
さ　
ん　
は　
、　
こ　

れ　
ま　
で　
訪　
れ　
た　
八　
百　
か　
所　
に　
印　
を　
付　
け　

た　
地　
図　
を　
見　
て　
、　
頭　
に　
浮　
か　
ぶ　
の　
は　
そ　

の　
土　
地　
の　
名　
所　
・　
特　
産　
品　
よ　
り　
、　
そ　
こ　

で　
出　
会　
っ　
た　
人　
た　
ち　
の　
顔　
だ　
と　
い　
い　
ま　

す　
。　
そ　
う　
し　
た　
経　
験　
の　
中　
か　
ら　
、　
各　
地　

で　
出　
会　
っ　
た　
人　
た　
ち　
と　
の　
エ　
ピ　
ソ　
ー　
ド　

や　
そ　
の　
後　
も　
続　
く　
交　
流　
の　
よ　
う　
す　
な　
ど　

を　
ま　
じ　
え　
た　
お　
話　
で　
し　
た　
。　

⑶

寺　
澤　
友　
平　
（　
柿　
岡　
小　
三　
年　
）　
・　
桜　
井　

麻　
里　
（　
芦　
葦　
小　
五　
年　
）　
・　
外　
ノ　
岡　
千　

里　
（　
吉　
生　
小　
四　
年　
）　
・　
海　
老　
沢　
歩　
美　

（　
小　
幡　
小　
四　
年　
）　
・　
田　
村　
悠　
（　
小　
桜　

小　
五　
年　
）　
・　
松　
延　
沙　
和　
（　
朝　
日　
小　
五　

年　
）　

〔　
中　
学　
校　
の　
部　
〕　
富　
田　
洋　
輔　
（　
有　
明　

中　
三　
年　
）　
・　
鎌　
田　
大　
輔　
（　
柿　
岡　
中　
二　

年　
）　
・　
菱　
沼　
智　
之　
（　
南　
中　
二　
年　
）　

〔　
高　
校　
・　
一　
般　
の　
部　
〕　
水　
毛　
明　
美　

（　
八　
郷　
高　
二　
年　
）　

▽　
最　
優　
秀　
賞　
・　
細　
谷　
祐　
希　
（　
柿　
岡　
小　

四　
年　
）　
▽　
優　
秀　
賞　
〔　
小　
学　
校　
の　
部　
〕　

岡　
野　
成　
美　
（　
瓦　
会　
小　
四　
年　
）　〔　
中　
学　

校　
の　
部　
〕　
・　
磯　
山　
奈　
美　
（　
有　
明　
中　
一　

年　
）　〔　
一　
般　
の　
部　
〕　
菱　
沼　
敏　
之　
（　
月　

岡　
）　

▽　
優　
良　
賞　
〔　
小　
学　
校　
の　
部　
〕　
鈴　
木　
寿　

幸　
（　
東　
成　
井　
小　
二　
年　
）　
・　
小　
川　
一　
彦　

（　
園　
部　
小　
五　
年　
）　
・　
萩　
原　
彩　
子　
（　
林　
小　

四　
年　
）　・　
藤　
岡　
由　
希　
（　
恋　
瀬　
小　
三　
年　
）　・　

上　
野　
夏　
実　
（　
葦　
穂　
小　
二　
年　
）　
・　
村　
橋　
直　

樹　
（　
吉　
生　
小　
三　
年　
）　・　
海　
野　
友　
希　
（　
小　
桜　

小　
三　
年　
）　
・　
海　
老　
沢　
歩　
美　
（　
小　
幡　
小　
四　

年　
）　
上　
林　
直　
城　
（　
朝　
日　
小　
三　
年　
）　

〔　
中　
学　
校　
の　
部　
〕　
直　
井　
真　
喜　
子　
（　
園　
部　

中　
二　
年　
）　・　
益　
子　
春　
香　
（　
柿　
岡　
中　
一　
年　
）　・　

鬼　
沢　
真　
人　
（　
南　
中　
一　
年　
）　〔　
高　
校　
・　
一　

般　
の　
部　
〕　
大　
西　
栄　
則　
（　
八　
郷　
高　
二　
年　
）　

小　
・　
中　
学　
校　
の　
部　
▽　
優　
秀　
賞　
・　
瓦　
会　
小　

学　
校　
・　
南　
中　
学　
校　
▽　
優　
良　
賞　
・　
朝　
日　
小　

学　
校　
▽　
努　
力　
賞　
・　
吉　
生　
小　
学　
校　

地　
域　
団　
体　
の　
部　
▽　
優　
秀　
賞　
・　
園　
部　
第　
三　

百　
寿　
会　
▽　
優　
良　
賞　
・　
菖　
蒲　
沢　
子　
供　
会　
▽　

努　
力　
賞　
・　
小　
野　
越　
・　
仏　
生　
寺　
・　
中　
山　
子　

供　
会　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
〔　
敬　
称　
略　
〕　

最　
優　
秀　
賞　

心　
か　
ら　
　　
笑　
顔　
と　
い　
っ　
し　
ょ　
に　
　　
あ　
り　
が　
と　
う　

柿　
岡　
小　
学　
校　
四　
年　
　　
細　
　　
谷　
　　
祐　
　　
希　

優

秀

賞　

お　
は　
よ　
う　
と　
　　
ス　
テ　
キ　
に　
あ　
い　
さ　
つ　
　　
広　
が　
る　
笑　
顔　

瓦　
会　
小　
学　
校　
四　
年　
　　
岡　
　　
野　
　　
成　
　　
美　

同　

あ　
い　
さ　
つ　
は　
　　
だ　
れ　
に　
も　
分　
か　
る　
　　
パ　
ス　
ワ　
ー　
ド　

有　
明　
中　
学　
校　
一　
年　
　　
磯　
　　
山　
　　
奈　
　　
美　

同　

お　
は　
よ　
う　
は　
　　
心　
と　
心　
の　
　　
ホ　
ッ　
ト　
ラ　
イ　
ン　

月　
岡　
　　
菱　
　　
沼　
　　
敏　
　　
之　
　　

オ
ア
シ
ス
運
動
標
語
優
秀
作
品

第
二
部
・
記
念
講
演

出
会
い　
・　
ふ　
れ　
あ　
い　
・　
通
い
合
い

全　
国　
の　
の　
ど　
自　
慢　
開　
催　
地　
で　
出　
場　
さ　

れ　
た　
皆　
さ　
ん　
は　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
に　
歌　
が　
好　

き　
な　
者　
同　
志　
が　
の　
ど　
自　
慢　
で　
の　
出　
会　
い　

を　
き　
っ　
か　
け　
に　
同　
窓　
会　
が　
つ　
く　
ら　
れ　
、　

今　
も　
交　
流　
が　
続　
い　
て　
い　
る　
そ　
う　
で　
す　
。　

出　
場　
者　
同　
志　
の　
結　
婚　
も　
多　
く　
、　
金　
子　

さ　
ん　
も　
十　
八　
組　
の　
仲　
人　
を　
し　
た　
と　
か　
。　

い　
ろ　
い　
ろ　
な　
人　
た　
ち　
と　
出　
会　
い　
、　
ふ　
れ　

合　
っ　
て　
き　
た　
十　
七　
年　
間　
の　
中　
で　
気　
を　
つ　

け　
て　
き　
た　
こ　
と　
は　
二　
つ　
。　「　
一　
つ　
は　
予　
選　

会　
の　
出　
場　
者　
名　
簿　
は　
、　
商　
売　
を　
し　
て　
い　

る　
方　
の　
お　
得　
意　
様　
名　
簿　
と　
同　
じ　
よ　
う　
に　

大　
事　
に　
し　
て　
、　
一　
度　
会　
っ　
た　
人　
の　
顔　
と　

名　
前　
は　
忘　
れ　
な　
い　
よ　
う　
に　
し　
た　
こ　
と　
。　

も　
う　
一　
つ　
は　
、　
司　
会　
者　
は　
出　
場　
さ　
れ　
た　

方　
が　
楽　
し　
く　
歌　
う　
た　
め　
の　
お　
手　
伝　
い　
な　

の　
だ　
と　
い　
う　
気　
持　
。　
出　
場　
者　
が　
緊　
張　
し　

て　
歌　
詞　
が　
で　
な　
い　
と　
き　
な　
ど　
に　
、　
歌　
い　

出　
し　
を　
一　
緒　
に　
歌　
う　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
し　

た　
。　
そ　
の　
た　
め　
に　
よ　
く　
歌　
わ　
れ　
る　
曲　
の　

歌　
詞　
は　
、　
三　
番　
ま　
で　
覚　
え　
て　
お　
く　
よ　
う　

に　
努　
め　
ま　
し　
た　
」　
金　
子　
さ　
ん　
の　
舞　
台　
裏　

で　
の　
努　
力　
や　
心　
配　
り　
に　
よ　
っ　
て　
、　
出　
場　

者　
の　
み　
な　
さ　
ん　
と　
金　
子　
さ　
ん　
の　
心　
は　
、　

い　
っ　
そ　
う　
通　
い　
合　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
で　

し　
ょ　
う　
か　
。　
ま　
た　
、　
人　
と　
話　
す　
こ　
と　
を　

職　
業　
と　
し　
て　
き　
た　
金　
子　
さ　
ん　
な　
ら　
で　
は　

の　
お　
話　
と　
し　
て　
、　「　
世　
の　
中　
に　
は　
、　
さ　

ま　
ざ　
ま　
な　
職　
業　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
人　
と　

話　
を　
し　
な　
い　
で　
す　
む　
職　
業　
は　
あ　
ま　
り　
な　

い　
で　
し　
ょ　
う　
。　
人　
に　
は　
出　
会　
い　
が　
あ　
り　

話　
を　
し　
て　
ふ　
れ　
あ　
い　
、　
や　
が　
て　
心　
が　
通　

い　
合　
う　
も　
の　
。　
人　
に　
も　
自　
分　
と　
同　
じ　
と　

こ　
ろ　
が　
き　
っ　
と　
あ　
る　
は　
ず　
で　
、　
話　
を　
し　

て　
い　
て　
そ　
れ　
を　
見　
つ　
け　
た　
と　
き　
喜　
び　
を　

感　
じ　
ま　
す　
。　
そ　
ん　
な　
と　
き　
大　
切　
な　
の　
は　
、　

相　
手　
の　
身　
に　
な　
っ　
て　
話　
を　
す　
る　
こ　
と　
。　

相　
手　
が　
い　
る　
か　
ら　
自　
分　
が　
い　
る　
と　
考　
え　

る　
こ　
と　
が　
ま　
ず　
ふ　
れ　
あ　
い　
の　
第　
一　
歩　
で　

す　
」　
と　
語　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

のど自慢で地方を回り、ふるさとの温かさに触れ

「ふるさとはまさに人情がふるさとだと感じます」

という金子さんの17年間の心温まるふれあいのお

話に、皆さんは熱心に耳を傾けていました。

オ　
ア　
シ　
ス　
標　
語　
入　
賞　

花
と
緑
の
環
境
美
化

コ　
ン　
ク　
ー　
ル　
入
賞
団
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ら　
、　
今　
年　
二　
月　
に　
旅　
立　
ち　
ま　
し　
た　
。　
五　

か　
月　
の　
闘　
病　
生　
活　
で　
し　
た　
。　

わ　
た　
し　
は　
、　
義　
父　
に　
と　
っ　
て　
、　
次　
男　

の　
嫁　
で　
す　
が　
、　『　
ご　
主　
人　
の　
親　
は　
、　
実　

の　
父　
親　
よ　
り　
も　
大　
切　
に　
』　
と　
、　
あ　
る　
所　

で　
聞　
き　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
当　
時　
そ　
れ　
を　
実　

行　
し　
よ　
う　
と　
決　
意　
し　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
こ　

ろ　
、　
我　
が　
家　
に　
は　
八　
十　
八　
歳　
の　
実　
父　
が　

同　
居　
し　
て　
お　
り　
、　
ど　
の　
よ　
う　
に　
し　
た　
ら　

良　
い　
か　
と　
思　
案　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
幸　
い　
に　

も　
町　
の　
老　
人　
ホ　
ー　
ム　
に　
、　
月　
・　
金　
曜　
日　

は　
、　
デ　
イ　
サ　
ー　
ビ　
ス　
等　
火　
〜　
木　
曜　
日　
は　

シ　
ョ　
ー　
ト　
ス　
テ　
イ　
を　
お　
願　
い　
す　
る　
事　
が　

出　
来　
、　
義　
父　
の　
つ　
き　
そ　
い　
が　
ス　
タ　
ー　
ト　

し　
ま　
し　
た　
。　
わ　
た　
し　
は　
、　
病　
院　
に　
着　
く　

と　
す　
ぐ　
に　
、　
義　
父　
の　
ヒ　
ゲ　
を　
剃　
り　
、　
身　

体　
を　
清　
拭　
し　
、　
た　
ま　
に　
頼　
ま　
れ　
た　
買　
い　

物　
を　
し　
、　『　
他　
に　
喜　
ん　
で　
貰　
え　
る　
こ　
と　

は　
な　
い　
か　
し　
ら　
？　
』　
と　
爪　
や　
鼻　
毛　
を　
切　

り　
、　
散　
髪　
や　
ド　
ラ　
イ　
シ　
ャ　
ン　
プ　
ー　
、　
足　

腰　
を　
さ　
す　
っ　
た　
り　
、　
話　
相　
手　
に　
な　
る　
等　
、　

気　
付　
く　
ま　
ま　
に　
や　
ら　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　

し　
た　
。　
義　
父　
が　
亡　
く　
な　
っ　
て　
半　
年　
が　
過　

ぎ　
た　
今　
、　
そ　
の　
こ　
ろ　
の　
事　
を　
振　
り　
返　
り　

ま　
す　
と　
、　
満　
面　
に　
笑　
み　
を　
た　
た　
え　
て　

「　
あ　
り　
が　
と　
う　
」　
と　
言　
っ　
て　
く　
れ　
た　
言　
葉　

が　
鮮　
や　
か　
に　
わ　
た　
し　
の　
胸　
に　
蘇　
っ　
て　
く　

る　
の　
で　
す　
。　
わ　
た　
し　
が　
何　
か　
を　
行　
う　
度　

に　
、　
義　
父　
は　
、　
感　
謝　
の　
思　
い　
を　
こ　
め　
た　

「　
あ　
り　
が　
と　
う　
」　
の　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
掛　
け　

て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
。　
義　
父　
か　
ら　
掛　
け　
て　
頂　

い　
た　
「　
あ　
り　
が　
と　
う　
」　
の　
一　
言　
は　
、　
受　

け　
手　
の　
わ　
た　
し　
に　
何　
と　
も　
い　
え　
ぬ　
嬉　
し　

さ　
と　
、　
又　
、　
今　
日　
も　
明　
日　
も　
頑　
張　
ろ　
う　

と　
の　
活　
力　
を　
与　
え　
て　
く　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　

縁　
あ　
っ　
て　
、　
三　
人　
の　
親　
を　
看　
取　
ら　
せ　

て　
貰　
っ　
た　
今　
、　
残　
り　
は　
実　
父　
一　
人　
と　
寂　

し　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
わ　
た　
し　
は　
、　
今　
、　

介　
護　
す　
る　
人　
・　
さ　
れ　
る　
人　
・　
双　
方　
が　
思　

い　
や　
り　
と　
感　
謝　
の　
心　
を　
持　
た　
な　
く　
て　
は　

と　
思　
い　
、　
や　
が　
て　
訪　
れ　
る　
自　
分　
の　
老　
後　

を　
考　
え　
ま　
し　
た　
。　
病　
院　
や　
施　
設　
の　
皆　
さ　

ん　
に　
お　
世　
話　
し　
て　
頂　
く　
か　
、　
は　
た　
又　
自　

宅　
で　
、　
子　
供　
や　
お　
嫁　
さ　
ん　
等　
に　
介　
護　
し　

て　
貰　
う　
か　
解　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
何　
れ　
の　
場　

合　
で　
も　
、　
心　
か　
ら　
の　
感　
謝　
を　
込　
め　
て　
、　

「　
あ　
り　
が　
と　
う　
」　
と　
言　
い　
た　
い　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　

義　
父　
が　
亡　
く　
な　
っ　
た　
後　
、　
あ　
あ　
す　
れ　

ば　
良　
か　
っ　
た　
こ　
う　
す　
れ　
ば　
良　
か　
っ　
た　
と　

至　
ら　
ぬ　
わ　
た　
し　
で　
し　
た　
が　
、　「　
よ　
く　
尽　

く　
し　
て　
く　
れ　
て　
嬉　
し　
い　
」　
と　
、　
日　
記　
に　

綴　
っ　
て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
。　
お　
義　
父　
さ　
ん　
、　

こ　
ち　
ら　
こ　
そ　
、　
親　
孝　
行　
の　
ま　
ね　
事　
や　
ら　

せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
本　
当　
に　
、　
あ　
り　
が　
と　
う　

ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　
三　
人　
の　
子　
育　
て　
を　
体　

験　
し　
た　
今　
で　
は　
、　
言　
葉　
に　
尽　
く　
せ　
ぬ　
心　

配　
を　
抱　
き　
な　
が　
ら　
も　
、　
ひ　
た　
す　
ら　
我　
が　

子　
の　
幸　
・　
成　
長　
を　
見　
守　
る　
尊　
い　
親　
の　
存　

在　
を　
知　
り　
ま　
し　
た　
。　

我　
が　
家　
の　
一　
大　
事　
、　
大　
き　
な　
節　
目　
ご　

と　
に　
、　
頼　
り　
に　
な　
る　
人　
生　
の　
大　
先　
輩　
、　

良　
き　
相　
談　
相　
手　
だ　
っ　
た　
、　
お　
義　
父　
さ　
ん　

大　
切　
な　
、　
相　
談　
相　
手　
を　
失　
い　
、　
と　
て　
も　

寂　
し　
く　
な　
っ　
た　
け　
れ　
ど　
…　
…　
…　
サ　
ヨ　
ウ　

ナ　
ラ　
。　

ぼ　
く　
は　
、　
二　
年　
生　
の　
時　
校　
庭　
で　
友　
だ　

ち　
と　
遊　
ん　
で　
い　
て　
、　
友　
だ　
ち　
が　
の　
っ　
て　

い　
た　
ブ　
ラ　
ン　
コ　
に　
、　
お　
で　
こ　
が　
ぶ　
つ　
か　

っ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
す　
ぐ　

に　
友　
だ　
ち　
が　
、　「　
だ　
い　
じ　
ょ　
う　
ぶ　
。　
だ　

い　
じ　
ょ　
う　
ぶ　
。　ご　
め　
ん　
ね　
。　
ご　
め　
ん　
ね　
。　」　

と　
何　
回　
も　
言　
っ　
て　
、　
す　
ぐ　
に　
ぼ　
く　
を　
お　

ぶ　
っ　
て　
、　
ほ　
け　
ん　
室　
に　
か　
け　
こ　
ん　
で　
く　

れ　
ま　
し　
た　
。　
ぼ　
く　
の　
お　
で　
こ　
か　
ら　
血　
が　

流　
れ　
て　
、　
い　
た　
く　
て　
、　
い　
た　
く　
て　
、　
顔　

が　
上　
が　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　

ほ　
け　
ん　
の　
山　
本　
先　
生　
が　
ち　
り　
ょ　
う　
し　
て　

く　
れ　
ま　
し　
た　
。　
す　
こ　
し　
し　
て　
岡　
本　
先　
生　

が　
あ　
わ　
て　
て　
と　
ん　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　

時　
、　
友　
だ　
ち　
は　
と　
て　
も　
心　
配　
し　
て　
く　
れ　

て　
、　
終　
わ　
る　
ま　
で　
ず　
う　
っ　
と　
ま　
っ　
て　
い　

て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
岡　
本　
先　
生　

が　
お　
母　
さ　
ん　
を　
よ　
ん　
で　
、　
す　
ぐ　
に　
大　
き　

な　
病　
院　
に　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　

病　
院　
に　
着　
く　
と　
、　
お　
で　
こ　
を　
ぬ　
い　
ま　

し　
た　
。　
す　
ご　
く　
い　
た　
か　
っ　
た　
で　
す　
。　

家　
に　
帰　
っ　
て　
、　
兄　
の　
慧　
に　
聞　
く　
と　
、　

あ　
れ　
か　
ら　
友　
だ　
ち　
は　
す　
っ　
か　
り　
元　
気　
が　

な　
く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
そ　
う　
で　
す　
。　
夜　

に　
な　
っ　
て　
、　
友　
だ　
ち　
が　
お　
母　
さ　
ん　
と　
い　

っ　
し　
ょ　
に　
、　
お　
見　
ま　
い　
に　
来　
て　
く　
れ　
ま　

し　
た　
。　
友　
だ　
ち　
は　
、　
ま　
た　
何　
回　
も　
、　
何　

回　
も　
、　「　
ご　
め　
ん　
ね　
。　
ご　
め　
ん　
ね　
」　
と　
、　

あ　
や　
ま　
り　
、　
友　
だ　
ち　
の　
お　
母　
さ　
ん　
も　

「　
す　
み　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
ね　
。　
す　
み　
ま　
せ　

ん　
で　
し　
た　
ね　
。　
ご　
め　
ん　
な　
さ　
い　
ね　
」　
と　
、　

あ　
や　
ま　
っ　
て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ぼ　
く　
は　
な　
ん　
だ　
か　
悪　
い　
よ　
う　
な　
気　
が　

し　
ま　
し　
た　
。　
考　
え　
て　
み　
る　
と　
、　
ブ　
ラ　
ン　

コ　
の　
そ　
ば　
で　
遊　
ん　
で　
い　
た　
ぼ　
く　
の　
方　
も　

悪　
い　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　
だ　
か　
ら　
、　
ぼ　
く　

の　
方　
も　
あ　
や　
ま　
り　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　「　
あ　
り　
が　
と　
う　
」　
も　
言　
い　
た　

く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

つ
ぎ
の
日
、
ぼ
く
は
友
だ
ち
に　
、　

「　
ご　
め　
ん　
ね　
。　
い　
っ　
ぱ　
い　
心　
配　
さ　
せ　
ち　

ゃ　
っ　
て　
。　
ぼ　
く　
の　
方　
も　
悪　
か　
っ　
た　
ん　
だ　

よ　
。　
そ　
れ　
か　
ら　
、　
あ　
り　
が　
と　
う　
。　
お　
ん　

ぶ　
し　
て　
ほ　
け　
ん　
室　
に　
つ　
れ　
て　
い　
っ　
て　
く　

れ　
た　
り　
、　
お　
見　
ま　
い　
に　
来　
て　
く　
れ　
た　
り　
、　

ほ　
ん　
と　
う　
に　
あ　
り　
が　
と　
う　
」　
と　
言　
い　
ま　

し　
た　
。　
そ　
し　
た　
ら　
、　
友　
だ　
ち　
は　
元　
気　
を　

と　
り　
も　
ど　
し　
て　
く　
れ　
ま　
し　
た　
。　
ぼ　
く　
も　

な　
ん　
だ　
か　
す　
っ　
き　
り　
し　
た　
気　
持　
ち　
に　
な　

り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
れ　
か　
ら　
、　
一　
週　
間　
た　
っ　
て　
お　
で　
こ　

の　
糸　
を　
ぬ　
い　
て　
元　
気　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
友　
だ　
ち　
と　
学　
校　
で　
も　
、　
家　
に　

帰　
っ　
て　
か　
ら　
も　
、　
毎　
日　
仲　
よ　
く　
遊　
ん　
で　

い　
ま　
す　
。　
今　
で　
は　
、　
一　
番　
の　
友　
だ　
ち　
で　

す　
。　
だ　
か　
ら　
、　
い　
つ　
ま　
で　
も　
友　
だ　
ち　
で　

い　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
の　
時　
友　
だ　
ち　
に　
や　
さ　
し　

く　
し　
て　
も　
ら　
っ　
て　
と　
て　
も　
う　
れ　
し　
か　
っ　

た　
の　
で　
、　
こ　
ん　
ど　
は　
ぼ　
く　
が　
、　
ご　
め　
ん　

ね　
や　
あ　
り　
が　
と　
う　
の　
気　
持　
ち　
を　
わ　
す　
れ　

ず　
に　
、　
ま　
わ　
り　
の　
人　
に　
や　
さ　
し　
く　
し　
た　

い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

最
優
秀
賞

お
義
父
さ
ん
あ
り
が
と
う

そ
し
て
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ

大
字
山
崎
　
横

田

昌

枝優
秀
賞

小
学
校
の
部

い
つ
ま
で
も
友
だ
ち
で

恋
瀬
小
学
校
三
年

板

敷

諒

わ　
た　
し　
た　
ち　
は　
、　
日　
々　
色　
々　
な　
方　
と　

の　
出　
会　
い　
、　
そ　
し　
て　
別　
れ　
を　
繰　
り　
返　
し　

な　
が　
ら　
過　
ご　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

楽　
し　
い　
事　
、　
苦　
し　
い　
事　
、　
様　
々　
な　
事　

が　
あ　
る　
中　
で　
、　
《　
明　
る　
い　
笑　
顔　
》　
と　
心　

の　
こ　
も　
っ　
た　
《　
あ　
い　
さ　
つ　
》　
に　
触　
れ　
る　

時　
、　
と　
て　
も　
う　
れ　
し　
く　
な　
り　
ま　
す　
。　

わ　
た　
し　
た　
ち　
夫　
婦　
の　
親　
と　
は　
、　
も　
う　

三　
度　
も　
永　
遠　
の　
別　
れ　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

二　
人　
の　
母　
は　
、　
あ　
る　
日　
突　
然　
と　
い　
う　
形　

で　
、　
短　
い　
入　
院　
治　
療　
の　
後　
最　
後　
を　
迎　
え　

ま　
し　
た　
が　
、　
義　
父　
は　
ガ　
ン　
と　
闘　
い　
な　
が　



「　
お　
は　
よ　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
」　

生　
徒　
た　
ち　
と　
一　
緒　
に　
校　
外　
へ　
出　
る　
時　
、　

わ　
た　
し　
は　
い　
つ　
も　
笑　
顔　
で　
あ　
い　
さ　
つ　
を　

し　
て　
い　
ま　
す　
。　
す　
れ　
ち　
が　
う　
人　
、　
畑　
で　

作　
業　
を　
し　
て　
い　
る　
人　
、　
庭　
の　
草　
刈　
り　
を　

し　
て　
い　
る　
人　
、　
知　
っ　
て　
い　
る　
人　
、　
初　
め　

て　
会　
う　
人　
、　
全　
て　
の　
人　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
は　
、　
簡　
単　
な　
よ　
う　
で　
難　

し　
い　
「　
会　
話　
」　
で　
あ　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

わ　
た　
し　
自　
身　
、　
は　
じ　
め　
の　
頃　
は　
、　
は　

ず　
か　
し　
く　
下　
を　
向　
い　
て　
通　
り　
す　
ぎ　
た　
り　
、　

見　
て　
見　
ぬ　
ふ　
り　
を　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
頭　

で　
は　
、　
言　
わ　
な　
く　
て　
は　
、　「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　

を　
し　
な　
く　
て　
は　
と　
分　
か　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　

す　
が　
、　
頭　
を　
下　
げ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
せ　

ん　
で　
し　
た　
。　「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
を　
し　
て　
気　

わ　
た　
し　
の　
学　
校　
は　
、　
あ　
い　
さ　
つ　
が　
と　

て　
も　
す　
ば　
ら　
し　
い　
学　
校　
で　
す　
。　
先　
生　
だ　

け　
で　
な　
く　
、　
先　
ぱ　
い　
や　
同　
級　
生　
に　
元　
気　

に　
あ　
い　
さ　
つ　
し　
ま　
す　
。　
わ　
た　
し　
は　
そ　
ん　

な　
園　
部　
中　
学　
校　
が　
大　
好　
き　
で　
す　
。　

わ　
た　
し　
に　
は　
あ　
い　
さ　
つ　
の　
大　
切　
さ　
を　

改　
め　
て　
感　
じ　
た　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　

れ　
は　
、　
一　
年　
生　
が　
入　
学　
し　
て　
ま　
だ　
間　
も　

な　
い　
四　
月　
ぐ　
ら　
い　
の　
事　
で　
す　
。　
あ　
る　
一　

年　
生　
の　
女　
の　
子　
が　
ろ　
う　
か　
を　
向　
こ　
う　
か　

ら　
歩　
い　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
わ　
た　
し　
は　
職　
員　

⑸

室　
に　
用　
が　
あ　
っ　
て　
少　
し　
急　
い　
で　
い　
ま　
し　

た　
。　
女　
の　
子　
は　
わ　
た　
し　
に　
気　
づ　
い　
た　
の　

か　
顔　
を　
あ　
げ　
て　
大　
き　
な　
声　
で　
、　「　
こ　
ん　

に　
ち　
は　
」　
と　
言　
い　
ま　
し　
た　
。　
は　
じ　
め　
は　

誰　
に　
言　
っ　
た　
の　
か　
わ　
か　
ら　
な　
か　
っ　
た　
け　

ど　
、　
ま　
わ　
り　
に　
人　
が　
誰　
も　
い　
な　
か　
っ　
た　

の　
で　
わ　
た　
し　
に　
あ　
い　
さ　
つ　
し　
て　
く　
れ　
た　

ん　
だ　
と　
わ　
か　
り　
す　
ぐ　
、　「　
こ　
、　
こ　
ん　
に　

ち　
は　
」　
と　
あ　
い　
さ　
つ　
し　
ま　
し　
た　
。　

今　
ま　
で　
は　
、　
先　
生　
や　
先　
ぱ　
い　
な　
ど　
、　

会　
う　
人　
に　
進　
ん　
で　
自　
分　
か　
ら　
あ　
い　
さ　
つ　

す　
る　
こ　
と　
ば　
か　
り　
で　
、　
そ　
れ　
が　
い　
つ　
の　

ま　
に　
か　
あ　
た　
り　
ま　
え　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
し　

た　
。　
し　
か　
し　
、　
自　
分　
が　
先　
ぱ　
い　
に　
な　
っ　

て　
、　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
さ　
れ　
る　
と　
何　
か　
変　
な　

感　
じ　
が　
し　
た　
け　
れ　
ど　
、　
と　
て　
も　
う　
れ　
し　

く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
と　
き　
初　
め　
て　
あ　

い　
さ　
つ　
っ　
て　
す　
ば　
ら　
し　
い　
、　
あ　
い　
さ　
つ　

っ　
て　
大　
切　
な　
ん　
だ　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

で　
も　
、　
み　
ん　
な　
が　
あ　
い　
さ　
つ　
す　
る　
わ　

け　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
す　
れ　
ち　
が　
っ　
て　

も　
ず　
っ　
と　
下　
を　
向　
い　
た　
ま　
ま　
だ　
っ　
た　
り　
、　

目　
が　
合　
っ　
て　
も　
そ　
ら　
し　
て　
あ　
い　
さ　
つ　
を　

し　
な　
い　
人　
が　
い　
ま　
す　
。　
そ　
う　
い　
う　
人　
を　

見　
る　
と　
心　
が　
ム　
カ　
ム　
カ　
し　
ま　
す　
。　
あ　
い　

さ　
つ　
は　
と　
て　
も　
す　
ば　
ら　
し　
い　
の　
に　
、　
ど　

う　
し　
て　
し　
な　
い　
の　
だ　
ろ　
う　
と　
。　

わ　
た　
し　
が　
部　
活　
の　
練　
習　
試　
合　
な　
ど　
で　

他　
の　
学　
校　
に　
行　
っ　
た　
と　
き　
も　
、　
あ　
い　
さ　

つ　
を　
し　
て　
も　
返　
し　
て　
く　
れ　
な　
か　
っ　
た　
こ　

と　
が　
あ　
っ　
て　
悲　
し　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
わ　

た　
し　
は　
そ　
ん　
な　
こ　
と　
じ　
ゃ　
い　
け　
な　
い　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
す　
る　
か　
ら　
友　

だ　
ち　
も　
で　
き　
ま　
す　
。　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
し　
て　

か　
ら　
会　
話　
も　
始　
ま　
り　
ま　
す　
。　
何　
も　
か　
も　

あ　
い　
さ　
つ　
が　
き　
っ　
か　
け　
な　
の　
で　
す　
。　
だ　

か　
ら　
あ　
い　
さ　
つ　
は　
大　
切　
な　
ん　
だ　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　

わ　
た　
し　
の　
理　
想　
は　
、　
園　
部　
中　
学　
校　
の　

み　
ん　
な　
が　
自　
分　
か　
ら　
進　
ん　
で　
あ　
い　
さ　
つ　

す　
る　
の　
も　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
世　
界　
中　
の　
人　
が　

あ　
い　
さ　
つ　
を　
し　
て　
友　
達　
の　
輪　
が　
広　
が　
れ　

ば　
い　
い　
な　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
そ　
う　
す　
れ　
ば　

人　
と　
人　
が　
対　
立　
し　
合　
う　
戦　
争　
が　
な　
く　
な　

る　
と　
思　
い　
ま　
せ　
ん　
か　
？　

み　
ん　
な　
が　
平　
和　
に　
暮　
ら　
せ　
る　
社　
会　
を　

つ　
く　
る　
の　
は　
わ　
た　
し　
た　
ち　
で　
す　
。　
そ　
の　

わ　
た　
し　
た　
ち　
か　
ら　
進　
ん　
で　
あ　
い　
さ　
つ　
を　

す　
る　
こ　
と　
を　
心　
が　
け　
て　
い　
れ　
ば　
、　
い　
つ　

か　
き　
っ　
と　
本　
当　
に　
み　
ん　
な　
仲　
良　
く　
平　
和　

に　
暮　
ら　
せ　
る　
こ　
と　
で　
し　
ょ　
う　
。　
そ　
の　
た　

め　
に　
も　
一　
人　
ひ　
と　
り　
が　
進　
ん　
で　
や　
る　
こ　

と　
が　
大　
切　
で　
す　
。　
お　
は　
よ　
う　
・　
あ　
り　
が　

と　
う　
・　
し　
つ　
れ　
い　
し　
ま　
す　
・　
す　
み　
ま　
せ　

ん　
…　
…　
…　
な　
ど　
簡　
単　
な　
こ　
と　
な　
の　
で　
す　

た　
だ　
口　
に　
だ　
す　
ま　
で　
の　
勇　
気　
が　
み　
ん　
な　

に　
は　
な　
い　
の　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
だ　
っ　
た　

ら　
が　
ん　
ば　
っ　
て　
一　
度　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
し　
て　

み　
た　
ら　
い　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
そ　
う　
す　
れ　

ば　
き　
っ　
と　
大　
切　
さ　
が　
わ　
か　
っ　
て　
気　
軽　
に　

あ　
い　
さ　
つ　
が　
で　
き　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　

優
秀
賞

中
学
校
の
部

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ

園
部
中
学
校
二
年

木
　
村
　
さ
や
か

味　
が　
悪　
い　
と　
か　
、　
お　
か　
し　
な　
人　
と　
相　
手　

に　
思　
わ　
れ　
て　
し　
ま　
う　
の　
で　
は　
と　
い　
う　
よ　

う　
な　
恐　
怖　
心　
が　
あ　
っ　
た　
の　
か　
も　
知　
れ　
ま　

せ　
ん　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
、　
養　
護　
学　
校　
に　
勤　
務　

す　
る　
中　
で　
、　
そ　
の　
恐　
怖　
心　
は　
消　
え　
て　
し　

ま　
い　
ま　
し　
た　
。　「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
と　
は　
ど　

ん　
な　
こ　
と　
な　
の　
か　
、　
生　
徒　
た　
ち　
に　
教　
わ　

り　
ま　
し　
た　
。　「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
と　
は　
、　
た　

だ　
す　
る　
も　
の　
、　
社　
交　
辞　
令　
の　
よ　
う　
な　
も　

の　
で　
は　
な　
く　
、　
自　
分　
を　
知　
っ　
て　
も　
ら　
う　

き　
っ　
か　
け　
づ　
く　
り　
な　
の　
だ　
と　
教　
わ　
り　
ま　

し　
た　
。　
確　
か　
に　
、　
人　
に　
よ　
り　
考　
え　
や　
価　

値　
観　
は　
様　
々　
で　
す　
。　
さ　
ぁ　
、　
交　
流　
会　
で　

す　
、　運　
動　
会　
で　
す　
、　
仲　
良　
く　
し　
ま　
し　
ょ　
う　

と　
言　
わ　
れ　
て　
も　
、　
な　
か　
な　
か　
難　
し　
い　
と　

こ　
ろ　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　「　
障　
害　
者　
」　
と　
い　

う　
だ　
け　
で　
偏　
見　
を　
も　
ち　
、　
関　
わ　
り　
合　
う　

こ　
と　
を　
さ　
け　
よ　
う　
と　
す　
る　
場　
合　
も　
あ　
り　

ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
交　
わ　
し　

合　
う　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　
そ　
こ　
か　
ら　
「　
こ　
と　

ば　
」　
が　
生　
ま　
れ　
、　「　
会　
話　
」　
へ　
と　
発　
展　
し　
て　
い　

き　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
お　
互　
い　
に　
理　
解　

し　
あ　
い　
、　
共　
に　
歩　
も　
う　
と　
い　
う　
気　
持　
ち　

に　
な　
っ　
て　
い　
く　
の　
で　
す　
。　

ま　
た　
、　
あ　
る　
本　
に　
、　「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　

に　
は　
不　
思　
議　
な　
力　
が　
あ　
る　
と　
い　
う　
よ　
う　

な　
こ　
と　
が　
書　
い　
て　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

「　
お　
は　
よ　
う　
。　
今　
日　
は　
い　
い　
天　
気　
だ　
ね　
」　

と　
見　
知　
ら　
ぬ　
人　
に　
声　
を　
か　
け　
ら　
れ　
び　
っ　

く　
り　
し　
た　
り　
、　
気　
味　
悪　
く　
思　
っ　
た　
り　
し　

ま　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
不　
思　
議　
な　
こ　
と　
に　
、　

な　
ん　
と　
な　
く　
温　
か　
な　
気　
持　
ち　
に　
も　
な　
っ　

て　
き　
ま　
す　
。　「　
よ　
い　
天　
気　
だ　
ね　
」　
と　
声　

を　
か　
け　
ら　
れ　
て　
、　
そ　
の　
日　
初　
め　
て　
空　
を　

見　
上　
げ　
、　
澄　
ん　
だ　
空　
の　
青　
さ　
や　
雲　
の　
輝　

き　
に　
気　
が　
つ　
く　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　

し　
て　
、　
そ　
の　
こ　
と　
を　
誰　
か　
に　
伝　
え　
よ　
う　

と　
思　
い　
、　
そ　
の　
人　
も　
「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
を　

す　
る　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　
の　
よ　
う　
に　

し　
て　
、　
次　
々　
と　
「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
の　
輪　
は　
、　

広　
が　
っ　
て　
い　
く　
こ　
と　
で　
し　
ょ　
う　
。　

初　
め　
て　
会　
っ　
た　
人　
に　
「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　

を　
す　
る　
時　
、　
ち　
ょ　
っ　
と　
し　
た　
勇　
気　
が　
必　

要　
で　
す　
。　
そ　
の　
勇　
気　
が　
相　
手　
に　
伝　
わ　
っ　

た　
時　
、　
な　
ん　
と　
な　
く　
暖　
か　
な　
気　
持　
ち　
、　

優　
し　
い　
気　
持　
ち　
を　
生　
み　
出　
す　
の　
で　
す　
。　

確　
か　
に　
自　
分　
を　
知　
っ　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
、　

友　
達　
に　
な　
り　
た　
い　
、　
そ　
う　
思　
っ　
た　
時　
は　
、　

ま　
ず　
、　
自　
分　
か　
ら　
笑　
顔　
で　
「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　

を　
し　
て　
み　
ま　
し　
ょ　
う　
。　
き　
っ　
と　
優　
し　
い　

「　
あ　
い　
さ　
つ　
」　
が　
返　
っ　
て　
く　
る　
は　
ず　
で　

す　
。　
わ　
た　
し　
は　
、　
今　
日　
も　
生　
徒　
た　
ち　
と　

一　
緒　
に　
、　
小　
さ　
な　
運　
動　
を　
す　
す　
め　
て　
い　

ま　
す　
。　「　
お　
は　
よ　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
」　
と　
。　

優
秀
賞

一
般
の
部

わ
た
し
の
小
さ
な
運
動

大
字
真
家
　
杉
　
崎
　
さ
お
り









こ　
れ　
ま　
で　
、　
町　
税　
等　
公　
金　
の　
口　
座　
振　

替　
の　
取　
扱　
い　
は　
、　
銀　
行　
や　
農　
協　
等　
の　
金　

融　
機　
関　
に　
限　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
町　
民　

の　
み　
な　
さ　
ん　
の　
利　
便　
を　
図　
る　
た　
め　
、　
平　

成　
十　
二　
年　
四　
月　
一　
日　
か　
ら　
ど　
こ　
の　
郵　
便　

局　
で　
も　
、　
町　
税　
等　
の　
自　
動　
払　
込　
（　
口　
座　

振　
替　
）　
に　
よ　
る　
取　
扱　
い　
を　
開　
始　
す　
る　
こ　

と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

郵　
便　
局　
で　
の　
自　
動　
払　
込　
の　
利　
用　
を　
希　

望　
す　
る　
方　
は　
、　
郵　
便　
貯　
金　
口　
座　
か　
ら　
引　

き　
落　
と　
す　
た　
め　
の　
手　
続　
が　
必　
要　
と　
な　
り　

ま　
す　
。　
町　
内　
の　
各　
郵　
便　
局　
、　
役　
場　
の　
各　

担　
当　
課　
窓　
口　
で　
手　
続　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

手　
続　
の　
際　
に　
必　
要　
な　
も　
の　
は　

◆　
郵　
便　
貯　
金　
通　
帳　

◆　
貯　
金　
通　
帳　
届　
出　
印　

◆　
払　
込　
内　
容　
が　
分　
か　
る　
書　
類　

▽　
納　
税　
通　
知　
書　
（　
町　
・　
県　
民　
税　
・　
軽　
自　

動　
車　
税　
・　
固　
定　
資　
産　
税　
・　
町　
民　
健　
康　

保　
険　
税　
）　

▽　
基　
礎　
年　
金　
番　
号　
（　
国　
民　
年　
金　
保　
険　

料　
）　▽　
被　
保　
険　
者　
番　
号　
（　
介　
護　
保　
険　
料　
）　

等　
で　
す　
。　
詳　
し　
く　
は　
各　
課　
担　
当　
窓　
口　
ま　

で　
お　
問　
い　
合　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

な　
お　
、　
手　
続　
き　
を　
し　
た　
月　
の　
翌　
々　
月　

の　
納　
期　
か　
ら　
払　
込　
開　
始　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

⑼

郵便局の自動払込（口座振替）

4月から取扱いスタート

木　
々　
の　
芽　
が　
膨　
ら　
む　
こ　
と　
の　
時　
期　

に　
な　
る　
と　
、　
多　
種　
多　
色　
な　
沢　
山　
の　
草　

花　
が　
目　
を　
楽　
し　
ま　
せ　
て　
く　
れ　
ま　
す　
。　

例　
え　
ば　
、　
広　
い　
庭　
が　
な　
く　
て　
も　
コ　

ン　
テ　
ナ　
な　
ど　
を　
使　
っ　
て　
気　
軽　
に　
楽　
し　

む　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

植　
え　
付　
け　
や　
管　
理　
に　
当　
た　
っ　
て　
留　

意　
す　
る　
点　
と　
し　
て　
は　
、　

①　
コ　
ン　
テ　
ナ　
と　
草　
花　
と　
の　
ボ　
リ　
ュ　
ー　

ム　
の　
対　
比　
や　
花　
色　
の　
コ　
ン　
ト　
ラ　
ス　
ト　

を　
考　
慮　
し　
た　
配　
置　
で　
、　
個　
々　
の　
花　
が　

引　
き　
立　
つ　
感　
じ　
に　
植　
え　
付　
け　
ま　
す　
。　

②　
生　
育　
環　
境　
の　
似　
た　
植　
物　
で　
統　
一　
し　

て　
植　
え　
る　
と　
、　
失　
敗　
せ　
ず　
に　
長　
く　
楽　

し　
め　
ま　
す　
。　

③　
成　
長　
し　
て　
伸　
び　
上　
が　
る　
も　
の　
、　
横　

に　
広　
が　
る　
も　
の　
、　
匍　ほ
匐　ふく
し　
た　
り　
垂　
れ　

下　
が　
る　
も　
の　
が　
生　
長　
し　
、　
見　
頃　
の　
時　

期　
の　
ボ　
リ　
ュ　
ー　
ム　
感　
を　
想　
定　
し　
て　
配　

置　
し　
ま　
す　
。　

④　
長　
く　
楽　
し　
む　
た　
め　
に　
は　
、　
根　
が　
丈　

夫　
に　
育　
つ　
用　
土　
を　
作　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　

草　
花　
の　
種　
類　
に　
よ　
っ　
て　
異　
な　
り　
ま　
す　

が　
、　
限　
ら　
れ　
た　
土　
の　
中　
で　
十　
分　
な　
養　

水　
分　
が　
得　
ら　
れ　
る　
土　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

赤　
玉　
土　
（　
小　
粒　
）　
六　
割　
と　
腐　
葉　
土　
四　

割　
の　
混　
合　
土　
を　
目　
安　
に　
す　
る　
と　
良　
い　

よ　
う　
で　
す　
。　

⑤　
花　
が　
ら　
摘　
み　
や　
水　
の　
や　
り　
、　
病　
虫　

害　
の　
防　
除　
な　
ど　
の　
日　
頃　
の　
管　
理　
も　
大　

切　
で　
す　
。　

園　
芸　
課　
　　
上　
田　
正　
興　

ガーデニングの楽しみ方



友　
部　
家　
は　
、　
八　
郷　
・　
稲　
田　
線　
、　
旧　
大　

塚　
宿　
を　
上　
り　
切　
り　
、　
加　
波　
山　
神　
社　
脇　
の　

町　
道　
沿　
い　
に　
あ　
る　
旧　
家　
で　
す　
。　
門　
右　
手　

に　
、　
明　
治　
三　
十　
九　
年　
に　
建　
て　
ら　
れ　
た　
、　

が　
っ　
し　
り　
し　
た　
木　
造　
の　
西　
洋　
館　
（　
教　
会　

と　
し　
て　
使　
わ　
れ　
た　
）　
が　
建　
ち　
、　
高　
く　
石　

垣　
を　
積　
ん　
だ　
広　
い　
屋　
敷　
に　
一　
歩　
踏　
み　
入　

れ　
る　
と　
、　
年　
輪　
を　
刻　
ん　
だ　
マ　
キ　
や　
カ　
エ　

デ　
や　
ニ　
ッ　
ケ　
イ　
な　
ど　
、　
数　
多　
く　
の　
樹　
影　

が　
屋　
敷　
一　
帯　
に　
広　
が　
り　
当　
家　
の　
由　
緒　
あ　

る　
歴　
史　
を　
感　
じ　
ま　
す　
。　

曾　
祖　
父　
、　
重　
太　
郎　
さ　
ん　
は　
旧　
恋　
瀬　
村　

の　
村　
長　
を　
務　
め　
、　
当　
時　
、　
ま　
れ　
に　
み　
る　

進　
取　
の　
気　
質　
と　
事　
業　
家　
と　
し　
て　
の　
慧　

眼　
・　
才　
覚　
を　
持　
っ　
た　
方　
の　
よ　
う　
で　
す　
。　

氏　
は　
、　
大　
正　
十　
年　
に　
『　
恋　
瀬　
電　
気　
株　

式　
会　
社　
』　
を　
興　
し　
、　
加　
波　
山　
の　
山　
腹　
を　

流　
れ　
る　
谷　
川　
に　
水　
力　
発　
電　
所　
を　
造　
り　
、　

村　
内　
五　
百　
戸　
に　
送　
電　
し　
ま　
し　
た　
。　
今　
も　

『　
ト　
ガ　
ラ　
シ　
電　
灯　
』　
の　
思　
い　
出　
と　
し　
て　
、　

懐　
か　
し　
く　
語　
り　
継　
が　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

自　
ら　
を　
『　
杉　
の　
舎　
（　
す　
ぎ　
の　
や　
）　
の　

老　
人　
』　
と　
称　
し　
、　
二　
十　
年　
間　
書　
き　
綴　
っ　

た　
日　
記　
を　
冊　
子　
、　『　
蛙　
の　
鳴　
き　
聲　
』　
に　
ま　

と　
め　
、　
子　
孫　
に　
遺　
訓　
と　
し　
て　
残　
し　
ま　
し　

た　
。　
当　
時　
屋　
敷　
に　
は　
樹　
齢　
二　
〜　
三　
百　
年　

の　
大　
杉　
が　
六　
十　
余　
本　
も　
立　
ち　
並　
び　
、　
避　

雷　
針　
を　
立　
て　
て　
保　
護　
し　
、　
家　
人　
に　
、　
こ　
　　
　　
　　

の　
大　
杉　
だ　
け　
は　
、　
何　
が　
あ　
っ　
て　

も　
残　
す　
よ　
う　
に　
　　
と　
言　
い　
残　
し　

た　
そ　
う　
で　
す　
。　
こ　
れ　
ら　
の　
杉　
は　
　　

時　
代　
の　
う　
ね　
り　
の　
中　
で　
、　
姿　
を　

消　
し　
ま　
し　
た　
が　
今　
は　
同　
じ　
世　
代　

を　
生　
き　
抜　
い　
た　
木　
々　
が　
、　
屋　
敷　

を　
覆　
い　
、　
静　
か　
な　
佇　
ま　
い　
の　
中　

で　
、　
当　
時　
の　
面　
影　
を　
偲　
ぶ　
こ　
と　

が　
で　
き　
ま　
す　
。　

幹　
周　
り　
二　
・　
二　
　　

ｍ　
の　
ウ　
メ　
は　
、　
当　
　　

時　
を　
知　
る　
老　
木　
の　

一　
つ　
で　
、　
庭　
木　
の　

中　
で　
も　
一　
番　
大　
切　

に　
さ　
れ　
て　
い　
る　
よ　

う　
で　
す　
。　
二　
十　
年　
前　
、　
台　
風　
で　
幹　
が　
割　

ら　
れ　
い　
く　
ぶ　
ん　
細　
身　
に　
な　
っ　
た　
幹　
は　
、　

鉄　
の　
支　
柱　
で　
支　
え　
ら　
れ　
、　
傍　
ら　
に　
石　
灯　

籠　
や　
石　
の　
テ　
ー　
ブ　
ル　
が　
置　
か　
れ　
、　
ウ　
メ　

の　
一　
画　
が　
造　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
毎　
年　
、　

正　
月　
や　
お　
盆　
に　
は　
親　
子　
姉　
弟　
が　
集　
ま　

り　
、　
ウ　
メ　
を　
囲　
ん　
で　
バ　
ー　
ベ　
キ　
ュ　
ー　
を　

楽　
し　
み　
、　
そ　
れ　
が　
当　
家　
の　
行　
事　
に　
な　
っ　

て　
い　
る　
そ　
う　
で　
す　
。　

平　
安　
時　
代　
、　
太　
宰　
府　
に　
左　
遷　
さ　
れ　
た　

菅　
原　
道　
真　
は　
、　
『　
東　
風　
吹　
か　
ば　
匂　
い　
お　

こ　
せ　
よ　
梅　
の　
花　
あ　
る　
じ　
な　
し　
と　
て　
春　
な　

忘　
れ　
そ　
』　
と　
ウ　
メ　
に　
心　
を　
託　
し　
、　
紀　
貫　

之　
は　
、　
『　
人　
は　
い　
さ　
心　
も　
知　
ら　
ず　
ふ　
る　

さ　
と　
は　
花　
ぞ　
昔　
の　
香　
に　
に　
ほ　
ひ　
け　
る　
』　

と　
詠　
ま　
れ　
、　
ウ　
メ　
は　
万　
葉　
の　
昔　
か　
ら　

人　
々　
に　
愛　
さ　
れ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

ウ　
メ　
は　
サ　
ク　
ラ　
の　
艶　えん
麗　れい
さ　
と　
対　
照　
的　

に　
、　
春　
ま　
だ　
浅　
き　
山　
野　
に　
残　
雪　
が　
見　
ら　

れ　
る　
頃　
、　
百　
花　
に　
先　
が　
け　
馥　ふく
郁　いく
と　
し　
た　

清　
香　
を　
放　
つ　
。　
そ　
の　
楚　
々　
と　
し　
た　
風　
情　

が　
、　
日　
本　
人　
の　
好　
み　
に　
合　
う　
の　
で　
し　
ょ　

う　
か　
。　
ウ　
メ　
の　
蕾　
は　
前　
年　
の　
枝　
に　
つ　
き　
、　

二　
、　
三　
月　
、　
ま　
だ　
葉　
の　
出　
な　
い　
う　
ち　
に　

香　
し　
い　
花　
を　
咲　
か　
せ　
、　
実　
は　
梅　
雨　
の　
頃　

に　
黄　
色　
く　
熟　
し　
、　
梅　
干　
や　
梅　
酒　
、　
梅　
ジ　

ュ　
ー　
ス　
、　
梅　
菓　
な　
ど　
に　
使　
わ　
れ　
ま　
す　
。　

天　
保　
十　
三　
年　
、　
徳　
川　
斉　
昭　
公　
は　
数　
千　

本　
の　
梅　
を　
植　
え　
て　
偕　
楽　
園　
を　
開　
き　
、　
水　

戸　
は　
梅　
の　
名　
所　
と　
し　
て　
有　
名　
に　
な　
り　
ま　

し　
た　
。　
ち　
な　
み　
に　
『　
県　
の　
木　
』　
は　
ウ　
メ　

で　
す　
。　

八　
郷　
町　
社　
会　
教　
育　
指　
導　
員　
　　
小　
林　
文　
男　

⑽

友
部
家
の
ウ
メ

樹種名 ウメ《バラ科・サクラ属》

所在地 大塚2205
管理者 友部邦晴氏

胸高周 2.2ｍ

樹　高 10.3ｍ

八

郷

の

巨

樹

・

老

木

中　
年　
期　
以　
降　
に　
お　
こ　
る　
膝　
の　
痛　
み　

に　
は　
、　
病　
気　
に　
よ　
る　
も　
の　
と　
ケ　
ガ　
に　

よ　
る　
も　
の　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
ケ　
ガ　
が　

き　
っ　
か　
け　
で　
病　
気　
が　
ひ　
ど　
く　
な　
る　
こ　

と　
も　
し　
ば　
し　
ば　
で　
す　
。　
病　
気　
の　
中　
で　

も　
っ　
と　
も　
多　
い　
の　
は　
変　
形　
性　
膝　
関　
節　

症　
で　
す　
。　
こ　
の　
病　
気　
は　
加　
齢　
や　
長　
い　

年　
月　
膝　
を　
酷　
使　
し　
た　
た　
め　
に　
関　
節　
の　

中　
の　
軟　
骨　
が　
す　
り　
減　
っ　
て　
き　
て　
お　
こ　

り　
ま　
す　
。　
最　
初　
は　
一　
日　
の　
う　
ち　
の　
朝　

に　
痛　
み　
、　
階　
段　
昇　
降　
が　
困　
難　
に　
な　
り　

ま　
す　
。　
そ　
の　
う　
ち　
歩　
行　
中　
ず　
っ　
と　
痛　

む　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
歩　
き　
す　
ぎ　
た　

り　
、　
冷　
房　
等　
で　
急　
に　
膝　
を　
冷　
す　
と　
膝　

に　
炎　
症　
が　
お　
こ　
っ　
て　
強　
く　
痛　
み　
ま　
す　
。　

炎　
症　
が　
強　
く　
な　
る　
と　
膝　
に　
水　
が　
た　
ま　

っ　
た　
り　
、　
膝　
が　
腫　
れ　
た　
り　
し　
ま　
す　
。　

あ　
る　
い　
は　
膝　
を　
捻　
っ　
た　
り　
し　
て　
急　
に　

炎　
症　
が　
強　
く　
な　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
時　
期　
に　
整　
形　
外　
科　
に　
か　

か　
っ　
て　
レ　
ン　
ト　
ゲ　
ン　
を　
撮　
る　
と　
、　
膝　

関　
節　
の　
端　
に　
骨　
の　
ト　
ゲ　
が　
出　
て　
き　
て　

い　
た　
り　
、　
軟　
骨　
が　
う　
す　
く　
な　
っ　
て　
膝　

が　
変　
形　
し　
て　
い　
る　
の　
が　
分　
か　
り　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
が　
も　
っ　
と　
進　
み　
ま　
す　
と　
脚　
全　
体　

が　
Ｏ　
脚　
の　
よ　
う　
に　
な　
り　
膝　
の　
少　
し　
下　
の　

内　
側　
が　
強　
く　
痛　
む　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

初　
期　
の　
う　
ち　
は　
サ　
ポ　
ー　
タ　
ー　
な　
ど　
を　
し　

て　
膝　
を　
冷　
や　
さ　
な　
い　
よ　
う　
に　
し　
た　
り　
、　
体　

重　
を　
減　
ら　
し　
て　
膝　
の　
負　
担　
を　
軽　
く　
し　
ま　

す　
。　
整　
形　
外　
科　
で　
は　
軟　
骨　
や　
消　
炎　
剤　
の　

浸　
み　
こ　
ん　
だ　
湿　
布　
を　
く　
れ　
ま　
す　
。　
痛　
み　

が　
強　
い　
時　
は　
飲　
み　
薬　
の　
痛　
み　
止　
め　
を　
服　

用　
し　
ま　
す　
。　
膝　
が　
腫　
れ　
た　
り　
、　
水　
が　
た　

ま　
る　
時　
に　
は　
注　
射　
器　
で　
膝　
の　
中　
の　
水　
を　

抜　
き　
、　
関　
節　
の　
潤　
滑　
を　
改　
善　
す　
る　
薬　
や　

強　
い　
消　
炎　
剤　
を　
膝　
の　
中　
に　
注　
射　
し　
ま　
す　
。　

物　
理　
療　
法　
で　
電　
気　
を　
か　
け　
た　
り　
ホ　
ッ　
ト　

パ　
ッ　
ク　
を　
す　
る　
の　
も　
効　
果　
的　
で　
す　
。　
膝　

の　
下　
の　
内　
側　
が　
痛　
む　
方　
に　
は　
体　
重　
線　
を　

変　
え　
る　
た　
め　
に　
足　
の　
下　
に　
足　
底　
板　
を　
履　

く　
と　
痛　
み　
が　
減　
少　
し　
ま　
す　
。　
変　
形　
が　
高　

度　
に　
な　
る　
と　
手　
術　
的　
治　
療　
を　
し　
な　
い　
と　

癒　
す　
こ　
と　
が　
困　
難　
で　
す　
。　
手　
術　
で　
は　
膝　

の　
す　
ぐ　
下　
の　
骨　
を　
切　
っ　
て　
角　
度　
を　
つ　
け　

て　
金　
具　
で　
留　
め　
る　
方　
法　
と　
、　
膝　
全　
体　
を　

人　
工　
関　
節　
で　
そ　
っ　
く　
り　
置　
き　
換　
え　
る　
方　

法　
と　
が　
一　
般　
的　
で　
す　
。　
ま　
た　
軽　
症　
の　
場　

合　
は　
膝　
関　
節　
鏡　
で　
膝　
の　
中　
を　
掃　
除　
す　
る　

簡　
便　
な　
手　
術　
も　
最　
近　
行　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「
膝
の
痛
み
」

石
岡
市
医
師
会
病
院

整
形
外
科
　
武
内
俊
次
医
師

″ （12）



⑾

タ
ラ
と
野
菜
の

ホ
イ
ル
焼
き

食生活改善推進員　野　口　さち江（野田）

（ヘルスメト）

［材　料］（４人分）

☆タラ　４切れ　☆ピーマン　２個　☆玉ねぎ

（中）半分　☆じゃがいも（中）２個　☆しい

たけ４枚　Ａ調味料｛しょうゆ大さじ２・酒

大さじ２｝☆マヨネーズ　小さじ４

［作り方］

①タラは１切れを３等分にしてＡの調味料に1 0

分位、味をなじませます。②アルミホイルの中

心に、マヨネーズ小さじ１を、手のひらのおお

きさにひろげます。③じゃがいもは２㎜の輪切

りに、玉ねぎはスライス、ピーマンは２　位の

輪切り、しいたけは６等分位にせん切りにしま

す。

④②に、じゃがいも・タラ・玉ねぎ・しいたけ・

ピーマンの順に重ねるようにして置きます。

⑤アルミホイルで水分がこぼれないようにてい

ねいに包みます。⑥フライパンにのせて10分

位中火で焼いて、できあがり。

平　
成　
10
年　
３　
月　
５　
日　
生　
ま　
れ　

父　
　　
栄　
二　
さ　
ん　
　　
母　
　　
清　
江　
さ　
ん　

家　
族　
か　
ら　
の　
一　
言　

と　
て　
も　
面　
倒　
見　
が　
良　
く　
、　
三　
輪　
車　
と　

お　
散　
歩　
が　
大　
好　
き　
な　
女　
の　
子　
で　
す　
。　
お　

兄　
ち　
ゃ　
ん　
と　
仲　
良　
し　
で　
、　
二　
人　
で　
ウ　
ル　

ト　
ラ　
マ　
ン　
ご　
っ　
こ　
を　
す　
る　
と　
き　
は　
、　
自　

分　
か　
ら　
怪　
獣　
役　
を　
か　
っ　
て　
出　
ま　
す　
。　
や　

さ　
し　
く　
て　
素　
直　
な　
子　
に　
そ　
だ　
っ　
て　
ほ　
し　

い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

小松家墓碑群（雲照寺）

は　
、　
「　
小　
松　
館　
」　
と　
し　
て　
上　
玉　
里　
字　
小　
松　
の　
八　

百　
坪　
程　
の　
処　
に　
、　
土　
塁　
・　
堀　
で　
囲　
ま　
れ　
た　
館　
跡　

が　
あ　
る　
。　
平　
重　
盛　
の　
隠　
遁　
地　
で　
小　
松　
古　
屋　
敷　
と　

呼　
ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
の　
小　
松　
家　
と　
同　
じ　
一　
族　
が　
、　

野　
田　
に　
館　
を　
構　
え　
た　
と　
い　
う　
。　

小　
松　
家　
の　
系　
譜　
に　
よ　
れ　
ば　
、　
平　
貞　
能　
が　
上　
入　

野　
（　
常　
北　
町　
）　
に　
堂　
宇　
を　
建　
立　
し　
、　
平　
重　
盛　
の　

遺　
骨　
を　
分　
納　
し　
小　
松　
寺　
と　
称　
し　
た　
。　
応　
永　
二　
十　

年　
（　
一　
四　
一　
四　
）　
平　
時　
宗　
の　
時　
、　
小　
松　
寺　
を　
出　

て　
野　
田　
に　
館　
を　
構　
え　
た　
の　
が　
野　
田　
小　
松　
家　
の　
初　

祖　
と　
い　
う　
。　
四　
代　
信　
光　
の　
時　
小　
田　
・　
佐　
竹　
の　
合　

戦　
に　
参　
戦　
し　
、　
九　
代　
盛　
光　
の　
時　
館　
を　
瓦　
会　
宿　
に　

移　
し　
野　
田　
館　
を　
廃　
し　
た　
。　

盛　
光　
は　
慶　
長　
九　
年　
（　
一　
九　
〇　
四　
）　
小　
屋　
村　
で　

戦　
災　
の　
た　
め　
荒　
廃　
し　
て　
い　
た　
雲　
照　
寺　
を　
、　
瓦　
谷　

に　
移　
し　
再　
建　
し　
て　
、　
菩　
提　
寺　
と　
し　
た　
。　

こ　
の　
時　
、　
野　
田　
宝　
珠　
院　
か　
ら　
墓　
地　
・　
石　
塔　
な　

ど　
を　
雲　
照　
寺　
に　
移　
し　
変　
え　
た　
と　
い　
う　
。　
今　
本　
堂　

上

曽
宮
　
菜
月
ち
ゃ
ん

所　
在　
地　
　　
野　
田　
字　
押　
堀　
二　
一　
五　
九　
―　
二　

野　
田　
下　
三　
郷　
集　
落　
か　
ら　
東　
側　
台　
地　
に　
上　
が　

る　
坂　
の　
途　
中　
に　
あ　
る　
、　
下　
三　
郷　
公　
民　
館　
か　
ら　

南　
側　
が　
小　
松　
氏　
の　
野　
田　
館　
址　
と　
い　
う　
。　

道　
路　
の　
北　
側　
に　
は　
薬　
研　
堀　
と　
土　
塁　
の　
一　
部　

が　
残　
っ　
て　
い　
る　
。　
南　
側　
斜　
面　
下　
の　
谷　
津　
は　
水　

堀　
跡　
と　
い　
う　
が　
、　
今　
は　
水　
田　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

さ　
ら　
に　
、　
南　
側　
の　
台　
地　
は　
、　
小　
松　
家　
の　
菩　
提　

寺　
で　
あ　
っ　
た　
宝　
珠　
院　
跡　
が　
あ　
り　
、　
数　
基　
の　
石　

塔　
が　
今　
も　
残　
っ　
て　
い　
る　
。　

館　
跡　
は　
堀　
と　
土　
塁　
以　
外　
は　
湮　
滅　
し　
て　
畑　
と　

な　
っ　
て　
元　
の　
面　
影　
は　
見　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
な　
い　
。　

野　
田　
に　
館　
を　
構　
え　
た　
小　
松　
氏　
の　
史　
料　
は　
不　
明　

で　
あ　
る　
が　
、　
伝　
聞　
が　
い　
く　
つ　
か　
伝　
え　
ら　
れ　
て　

い　
る　
。　
『　
新　
編　
常　
陸　
国　
誌　
・　
玉　
里　
村　
史　
』　
に　

脇　
に　
多　
く　
の　
墓　
碑　
が　
建　
っ　
て　
い　
る　
。　

ま　
た　
、　
元　
禄　
八　
年　
（　
一　
六　
九　
五　
）　
に　
は　
十　
二　

代　
包　
教　
は　
妹　
の　
供　
養　
の　
た　
め　
に　
梵　
鐘　
を　
奉　
納　
し　

た　
と　
伝　
え　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

こ　
う　
し　
た　
、　
平　
氏　
一　
門　
の　
常　
陸　
に　
お　
け　
る　
足　

跡　
は　
、　
八　
郷　
町　
で　
も　
今　
も　
な　
お　
語　
り　
継　
が　
れ　
て　

い　
る　
が　
、　
史　
料　
と　
し　
て　
の　
古　
文　
書　
類　
は　
散　
見　
で　

き　
な　
か　
っ　
た　
。　
し　
た　
が　
っ　
て　
、　
時　
代　
を　
つ　
な　
ぎ　

あ　
わ　
せ　
て　
の　
完　
結　
は　
今　
後　
の　
課　
題　
と　
し　
て　
残　
る　
。　

野　
田　
館　
跡　
の　
土　
塁　
と　
堀　
、　
旧　
菩　
提　
寺　
の　
宝　
珠　

院　
跡　
に　
残　
る　
石　
塔　
な　
ど　
は　
、　
や　
が　
て　
消　
え　
去　
る　

可　
能　
性　
が　
あ　
る　
が　
、　
こ　
れ　
は　
、　
必　
ず　
し　
も　
野　
田　

館　
だ　
け　
の　
問　
題　
で　
は　
な　
く　
、　
八　
郷　
町　
全　
体　
の　
城　

館　
跡　
に　
当　
て　
は　
ま　
る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

今　
回　
を　
持　
っ　
て　
城　
館　
史　
は　
終　
わ　
り　
ま　
す　
が　
、　

皆　
さ　
ん　
に　
愛　
さ　
れ　
て　
い　
つ　
ま　
で　
も　
残　
る　
こ　
と　
を　

祈　
り　
ま　
す　
。　

八　
郷　
町　
社　
会　
教　
育　
指　
導　
員　
　　
関　
　　
　　
肇　

野　
　　
田　
　　
館　

八
郷
町
・
中
世
城
館
址

★

★



⑿

た　
し　
の　
子　
ど　
も　
も　
早　
い　
も　
の　
で　
、　
も　
　　

う　
す　
ぐ　
小　
学　
生　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
そ　
こ　

で　
質　
問　
で　
す　
。　
現　
在　
は　
町　
内　
の　
学　
校　
を　
自　
由　

に　
選　
べ　
る　
と　
聞　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　
地　
域　
外　
の　
学　

校　
に　
入　
学　
さ　
せ　
る　
の　
に　
は　
何　
か　
手　
続　
き　
が　
あ　

る　
の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

匿　
名　
希　
望　

規　
則　
（　
八　
郷　
町　
学　
齢　
児　
童　
生　
徒　
の　
就　
学　

す　
べ　
き　
学　
校　
指　
定　
に　
関　
す　
る　
規　
則　
）　
の　
中　
で　

各　
学　
校　
別　
に　
通　
学　
区　
域　
（　
学　
区　
）　
を　
定　
め　
て　

お　
り　
、　
規　
則　
に　
基　
づ　
い　
て　
決　
定　
し　
て　
お　
り　
ま　

す　
。　
現　
時　
点　
に　
お　
き　
ま　
し　
て　
は　
自　
由　
に　
選　
択　

す　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
た　
だ　
し　
、　
指　
定　

さ　
れ　
た　
学　
校　
を　
変　
更　
し　
た　
い　
場　
合　
は　
、　
指　
定　

学　
校　
変　
更　
申　
立　
書　
に　
よ　
り　
申　
し　
立　
て　
る　
こ　
と　

が　
で　
き　
相　
当　
な　
理　
由　
と　
認　
め　
ら　
れ　
た　
場　
合　
は　

変　
更　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

学　
校　
教　
育　
課　

岡　
市　
で　
は　
六　
十　
五　
歳　
ぐ　
ら　
い　
の　
人　
を　
　　

対　
象　
に　
、　
野　
菜　
を　
作　
る　
程　
度　
の　
畑　
を　

無　
料　
で　
貸　
し　
て　
く　
れ　
る　
ら　
し　
い　
の　
で　
す　
が　
、　

八　
郷　
町　
で　
は　
そ　
の　
よ　
う　
な　
案　
は　
あ　
り　
ま　
す　
か　
。　

お　
伺　
い　
し　
ま　
す　
。　

山　
崎　
　　
平　
沢　
　　
好　

石　
岡　
市　
で　
は　
、　
遊　
休　
農　
地　
を　
活　
用　
し　
、　

六　
十　
歳　
以　
上　
の　
方　
を　
対　
象　
に　
野　
菜　
類　
を　
作　
る　

無　
料　
農　
園　
を　
財　
団　
法　
人　
石　
岡　
市　
高　
齢　
者　
事　
業　

団　
で　
運　
営　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
八　
郷　
町　
で　
は　
、　

Ｊ　
Ａ　
や　
さ　
と　
が　
都　
市　
住　
民　
と　
の　
交　
流　
お　
よ　
び　

農　
地　
の　
有　
効　
利　
用　
を　
目　
的　
に　
、　
国　
の　
補　
助　
事　

業　
と　
し　
て　
、　
市　
民　
農　
園　
「　
夢　
フ　
ォ　
ー　
ム　
や　
さ　

と　
」　
を　
平　
成　
十　
二　
年　
二　
月　
に　
開　
園　
し　
ま　
し　
た　
。　

農　
園　
は　
四　
十　
二　
区　
画　
あ　
り　
、　
一　
区　
画　
の　
年　
間　

の　
利　
用　
料　
は　
五　
千　
円　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
こ　
の　
よ　

う　
な　
制　
度　
を　
利　
用　
し　
て　
み　
て　
は　
い　
か　
が　
で　
し　

ょ　
う　
か　
。　
詳　
し　
く　
は　
、　
Ｊ　
Ａ　
や　
さ　
と　
ま　
で　
お　

問　
い　
合　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

農　
政　
課　

日　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
対　
話　
教　
室　
に　
参　
加　
し　
　　

た　
の　
で　
す　
が　
、　
町　
の　
ゴ　
ミ　
の　
多　
さ　
に　

驚　
き　
ま　
し　
た　
。　
ゴ　
ミ　
処　
理　
の　
こ　
と　
、　
環　
境　
問　

題　
の　
こ　
と　
が　
今　
に　
な　
っ　
て　
気　
が　
つ　
き　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
新　
治　
地　
方　
広　
域　
事　
務　
組　
合　
消　
防　
本　
部　

の　
ひ　
と　
り　
暮　
ら　
し　
老　
人　
緊　
急　
通　
報　
シ　
ス　
テ　
ム　

を　
見　
て　
、　
大　
変　
有　
り　
が　
た　
い　
シ　
ス　
テ　
ム　
だ　
と　

感　
心　
し　
、　
救　
急　
や　
消　
防　
活　
動　
塔　
に　
つ　
い　
て　
も　

驚　
く　
こ　
と　
ば　
か　
り　
で　
し　
た　
。　
八　
郷　
プ　
ロ　
バ　
ン　

ス　
は　
、　
自　
然　
の　
中　
に　
プ　
ラ　
イ　
バ　
シ　
ー　
が　
考　
慮　

さ　
れ　
て　
い　
る　
す　
ば　
ら　
し　
い　
施　
設　
で　
し　
た　
。　
と　

て　
も　
勉　
強　
に　
な　
っ　
た　
一　
日　
で　
し　
た　
。　

上　
林　
　　
平　
　　
の　
ぶ　
子　
　　
　　
　　

わ

石

先



⒀

板　
敷　
山　
大　
覚　
寺　
の　
本　
堂　
建　
立　
七　
十　
周　

年　
記　
念　
稚　
児　
行　
列　
の　
様　
子　
。　
地　
元　
檀　
家　

の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
と　
七　
十　
五　
人　
が　
色　
と　
り　

ど　
り　
の　
稚　
児　
衣　
装　
を　
ほ　
ど　
こ　
し　
て　
参　
加　

し　
ま　
し　
た　
。　

（　
昭　
和　
四　
十　
一　
年　
）　

短　
　　
　　
　　
　　
　　
歌　

吉　
　　
田　
　　
次　
　　
郎　

選　

い　
つ　
も　
よ　
り　
安　
ら　
ぎ　
見　
え　
る　
今　
日　
の　
妻　
面　
会　
時　
間　
の　
声　
の　
弾　
み　
し　

上　
　　
曽　
　　
岡　
　　
野　
　　
遊　
　　
人　

老　
い　
て　
尚　
仕　
事　
続　
け　
し　
甲　
斐　
あ　
り　
て　
坪　
余　
の　
墓　
地　
に　
妻　
の　
墓　
地　
建　
つ　

吉　
　　
生　
　　
土　
　　
佐　
　　
信　
　　
司　

人　
生　
を　
歩　
み　
続　
け　
て　
七　
十　
年　
社　
会　
の　
に　
が　
さ　
身　
に　
沁　
み　
入　
り　
ぬ　

柴　
　　
内　

飯　
　　
嶋　
　　
よ　
う　
子　

俳　
　　
　　
　　
　　
　　
句　

綿　
　　
引　
　　
鼓　
　　
峰　
選　

迫　
る　
景　
去　
る　
景　
車　
窓　
春　
浅　
し　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
川　
　　
又　

川　
　　
又　
　　
渓　
　　
二　

一　
輪　
の　
真　
白　
く　
凛　
と　
寒　
牡　
丹　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
柿　
　　
岡　

川　
　　
井　
　　
ト　
　　
キ　

日　
だ　
ま　
り　
に　
早　
も　
ほ　
つ　
ほ　
つ　
蕗　
の　
と　
う　
　　
　　
　　
　　
柴　
　　
内　

飯　
　　
島　
　　
よ　
う　
子　

俚　

謡　

鈴　
　　
木　
　　
弦　
　　
月　

選　

五　
十　
路　
半　
ば　
で　
孫　
い　
ぬ　
妻　
は　
子　
犬　
か　
ゝ　
え　
て　
じ　
ゃ　
れ　
る　
日　
々　

上　
　　
曽　
　　
岡　
　　
野　
　　
遊　
　　
人　

悲　
願　
十　
年　
希　
い　
が　
叶　
い　
持　
っ　
た　
書　
体　
の　
鮨　
暖　
簾　

下　
　　
林　
　　
小　
野　
瀬　
　　
午　
　　
風　

目　
指　
す　
盲　めし
者　い
の　
巧　
み　
な　
三　
味　
が　
天　
下　
勝　
取　
る　
晴　
舞　
台　下　

　　
林　
　　
白　
　　
井　
　　
冨　
喜　
江　

● やさと文芸

全問正解者のなかから

抽選で図書券が当たるよ



⒁

二　
月　
二　
十　
六　
日　
か　
ら　
三　
月　
六　
日　
の　
間　
、　
第　
四　

回　
茨　
城　
県　
健　
康　
福　
祉　
祭　
わ　
く　
わ　
く　
美　
術　
展　
が　
茨　

城　
県　
立　
県　
民　
文　
化　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
会　
場　
に　
行　
わ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
は　
、　
高　
齢　
者　
の　
創　
作　
し　
た　
美　
術　

作　
品　
を　
展　
示　
す　
る　
こ　
と　
で　
、　
高　
齢　
者　
の　
文　
化　
活　

動　
・　
芸　
術　
活　
動　
を　
活　
発　
に　
し　
、　
生　
き　
が　
い　
と　
社　

会　
参　
加　
の　
促　
進　
を　
図　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　
し　
て　
毎　

年　
行　
わ　
れ　
て　
い　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

美　
術　
展　
は　
、　
日　
本　
画　
、　
洋　
画　
・　
工　
芸　
・　
彫　
刻　
、　

書　
、　
写　
真　
の　
部　
あ　
わ　
せ　
て　
九　
百　
五　
十　
七　
点　
の　
作　

品　
が　
出　
品　
さ　
れ　
、　
八　
百　
十　
五　
点　
の　
入　
選　
作　
品　
が　

展　
示　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
八　
郷　
町　
で　
は　
、　
柿　
岡　
の　
須　

藤　
長　
江　
さ　
ん　
が　
書　
の　
部　
で　
茨　
城　
県　
知　
事　
賞　
を　
受　

賞　
し　
ま　
し　
た　
。　
書　
を　
始　
め　
て　
十　
七　
年　
に　
な　
る　
と　

い　
う　
須　
藤　
さ　
ん　
は　
「　
筆　
は　
一　
日　
に　
一　
回　
は　
と　
る　

よ　
う　
に　
し　
て　
い　
る　
」　
そ　
う　
で　
す　
。　
受　
賞　
し　
た　
こ　

と　
に　
つ　
い　
て　
伺　
う　
と　
「　
今　
回　
の　
作　
品　
は　
百　
枚　
以　

上　
書　
い　
た　
中　
の　
一　
枚　
な　
の　
で　
、　
と　
て　
も　
嬉　
し　
い　

で　
す　
。　
今　
に　
な　
っ　
て　
花　
が　
開　
い　
た　
よ　
う　
な　
気　
が　

し　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
も　
家　
族　
の　
理　
解　
が　
あ　
っ　
た　
か　
ら　
」　

と　
喜　
び　
も　
ひ　
と　
し　
お　
の　
よ　
う　
す　
で　
し　
た　
。　

ほ　
か　
に　
日　
本　
画　
の　
部　
で　
大　
塚　
恵　
さ　
ん　
（　
瓦　
谷　
）　

が　
佳　
作　
に　
入　
賞　
し　
、　
川　
井　
寛　
さ　
ん　
（　
柿　
岡　
）　、　

書　
の　
部　
で　
広　
瀬　
元　
春　
さ　
ん　
（　
宇　
治　
会　
）　、　
久　
保　

田　
善　
廣　
さ　
ん　
（　
小　
塙　
）　、　
小　
河　
原　
四　
郎　
さ　
ん　

（　
瓦　
谷　
）　、　
写　
真　
の　
部　
で　
藤　
代　
康　
郎　
さ　
ん　
（　
小　
山　

田　
）　
が　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
入　
選　
し　
ま　
し　
た　
。　

二　
月　
二　
十　
日　
上　
曽　
の　
北　
之　
内　
農　
村　
集　
落　
セ　
ン　

タ　
ー　
に　
お　
い　
て　
、　
そ　
ば　
会　
の　
懇　
親　
会　
が　
行　
わ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
懇　
親　
会　
に　
は　
北　
之　
内　
の　
皆　
さ　
ん　
が　
招　

待　
さ　
れ　
、　
当　
日　
は　
三　
十　
五　
人　
が　
集　
ま　
り　
、　
地　
元　

北　
之　
内　
で　
結　
成　
し　
た　
「　
北　
心　
会　
」　（　
代　
表　
木　
村　

勝　
男　
さ　
ん　
）　
の　
皆　
さ　
ん　
た　
ち　
の　
腕　
を　
振　
る　
っ　
た　

料　
理　
が　
も　
て　
な　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

北　
心　
会　
の　
会　
員　
は　
十　
一　
人　
で　
、　
す　
べ　
て　
男　
性　

で　
す　
。　
そ　
ば　
会　
は　
こ　
と　
し　
で　
二　
回　
目　
。　「　
世　
代　

交　
代　
で　
、　
顔　
を　
合　
わ　
せ　
ら　
れ　
な　
く　
な　
っ　
た　
お　
年　

寄　
り　
や　
勤　
め　
に　
出　
て　
会　
う　
機　
会　
が　
少　
な　
く　
な　
っ　

た　
人　
た　
ち　
が　
交　
流　
す　
る　
場　
と　
な　
れ　
ば　
」　
と　
木　
村　

さ　
ん　
は　
言　
い　
ま　
す　
。　

社　
会　
全　
体　
で　
人　
と　
人　
の　
つ　
な　
が　
り　
が　
な　
く　
な　

っ　
て　
い　
る　
今　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
交　
流　
の　
場　
が　
地　
域　

か　
ら　
広　
が　
っ　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
期　
待　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

長　
谷
川　
智　
子　
（　
真　
家
・　

歳　
）　
さ　

ん　
今　
年　
短　
大　
を　
卒　
業　
し　
、　
四　
月　
か　
ら　
社　

会　
人　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
趣　
味　
は　
音　
楽　
鑑　
賞　

ド　
ラ　
イ　
ブ　
。　
休　
日　
は　
大　
好　
き　
な　
車　
に　
乗　

っ　
て　
出　
か　
け　
た　
り　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　

か　
ら　
は　
社　
会　
人　
に　
な　
る　
の　
で　
、　
仕　
事　
を　

と
き
め
き

テ
ィ
―
タ
イ
ム20

○　
柿　
岡　
中　
学　
校　
に　
体　
育　
館　
ス　
テ　
ー　
ジ　
幕　
　　

一　
張　
、　
演　
台　
一　
基　
、　
テ　
ン　
ト　
一　
張　
　　
　　
　　

平　
成　
十　
一　
年　
度　
卒　
業　
生　
一　
同　

○　
園　
部　
小　
に　
拡　
大　
プ　
リ　
ン　
タ　
二　
台　

平　
成　
十　
一　
年　
度　
卒　
業　
生　
一　
同　

あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　



⒂

二　
月　
十　
三　
日　
に　
ふ　
れ　
あ　
い　
の　
森　
に　
お　
い　
て　
、　

じ　
ね　
ん　
じ　
ょ　
掘　
り　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
は　

茨　
城　
県　
主　
催　
に　
よ　
る　
企　
画　
、　「　
ワ　
ン　
デ　
ー　
プ　
ラ　
ン　

in
い　
ば　
ら　
き　
」　
の　
中　
で　
行　
わ　
れ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

当　
日　
参　
加　
者　
し　
た　
三　
十　
人　
の　
み　
な　
さ　
ん　
は　
、　

ふ　
れ　
あ　
い　
の　
森　
の　
職　
員　
の　
指　
導　
の　
も　
と　
、　
初　
め　

て　
体　
験　
す　
る　
じ　
ね　
ん　
じ　
ょ　
掘　
り　
に　
悪　
戦　
苦　
闘　
し　

て　
い　
ま　
し　
た　
。　

じ　
ね　
ん　
じ　
ょ　
は　
小　
さ　
い　
も　
の　
で　
三　
十　
セ　
ン　
チ　
、　

大　
き　
な　
も　
の　
で　
は　
二　
メ　
ー　
ト　
ル　
に　
な　
る　
も　
の　
も　

あ　
る　
そ　
う　
で　
す　
。　
参　
加　
し　
た　
方　
は　
「　
じ　
ね　
ん　
じ　

ょ　
掘　
り　
は　
思　
っ　
た　
よ　
り　
難　
し　
か　
っ　
た　
で　
す　
。　
今　

晩　
の　
お　
か　
ず　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
こ　
れ　
で　
す　
ね　
」　
と　
話　
し　

て　
い　
ま　
し　
た　
。　
じ　
ね　
ん　
じ　
ょ　
掘　
り　
の　
後　
は　
手　
打　

ち　
そ　
ば　
と　
、　
じ　
ね　
ん　
じ　
ょ　
の　
山　
か　
け　
が　
参　
加　
者　

に　
配　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
昼　
食　
が　
終　
わ　
る　
と　
、　
い　
ち　

ご　
農　
園　
で　
の　
い　
ち　
ご　
狩　
り　
が　
行　
わ　
れ　
、　
参　
加　
者　

た　
ち　
は　
終　
日　
、　
八　
郷　
の　
自　
然　
を　
満　
喫　
し　
ま　
し　
た　
。　

茨　
城　
県　
ハ　
ン　
グ　
グ　
ラ　
イ　
ダ　
ー　
の　
会　
（　
代　
表　
薗　

部　
重　
己　
さ　
ん　
）　
主　
催　
の　
救　
急　
講　
習　
会　
が　
、　
二　
月　

二　
十　
七　
日　
に　
大　
増　
す　
多　
目　
的　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
会　
場　

に　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ハ　
ン　
グ　
ラ　
イ　
ダ　
ー　
会　
で　
は　
毎　
年　
六　
月　
の　
梅　
雨　

の　
時　
期　
に　
講　
習　
会　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
こ　
と　

し　
は　
県　
内　
に　
お　
い　
て　
、　
ハ　
ン　
グ　
ラ　
イ　
ダ　
ー　
な　
ど　

に　
よ　
る　
事　
故　
が　
多　
発　
し　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り　
、　
特　
別　

に　
実　
施　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

講　
習　
会　
に　
は　
、　
総　
勢　
五　
十　
人　
が　
参　
加　
。　
大　
出　

血　
、　
意　
識　
障　
害　
、　
呼　
吸　
停　
止　
、　
心　
停　
止　
等　
に　
対　

す　
る　
応　
急　
処　
置　
に　
つ　
い　
て　
、　
筑　
南　
地　
方　
広　
域　
行　

政　
事　
務　
組　
合　
消　
防　
本　
部　
の　
救　
急　
救　
命　
士　
、　
田　
中　

寿　
幸　
さ　
ん　
を　
講　
師　
に　
迎　
え　
、　
実　
践　
を　
中　
心　
と　
し　

た　
講　
習　
が　
行　
わ　
れ　
、　
参　
加　
し　
た　
皆　
さ　
ん　
の　
安　
全　

意　
識　
を　
高　
め　
ま　
し　
た　
。　

下　
林　
の　
岡　
崎　
和　
雄　
さ　
ん　
と　
光　
子　
さ　
ん　
ご　
夫　
婦　

が　
岡　
崎　
磐　
雄　
さ　
ん　
、　
優　
子　
さ　
ん　
（　
下　
林　
）　
の　
息　

子　
さ　
ん　
（　
敦　
雄　
さ　
ん　
）　
夫　
婦　
の　
媒　
酌　
を　
努　
め　
ま　

し　
た　
。　
二　
十　
五　
年　
前　
に　
は　
磐　
雄　
さ　
ん　
夫　
婦　
の　
媒　

酌　
も　
し　
て　
お　
り　
、　
親　
子　
二　
代　
の　
媒　
酌　
を　
し　
た　
こ　

と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
磐　
雄　
さ　
ん　
宅　
で　
は　
、　

こ　
の　
た　
び　
の　
結　
婚　
で　
、　
晴　
れ　
て　
三　
夫　
婦　
が　
そ　
ろ　

い　
ま　
し　
た　
。　
町　
の　
結　
婚　
相　
談　
員　
で　
も　
あ　
る　
岡　
崎　

和　
雄　
さ　
ん　
は　
「　
後　
継　
者　
の　
結　
婚　
が　
困　
難　
な　
中　
、　

こ　
れ　
か　
ら　
結　
婚　
す　
る　
方　
は　
特　
に　
思　
い　
や　
り　
と　
ゆ　

ず　
り　
合　
い　
の　
気　
持　
ち　
を　
大　
切　
に　
し　
て　
幸　
せ　
を　
つ　

か　
ん　
で　
ほ　
し　
い　
」　
と　
話　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

山　
崎　
　　
鈴　
木　
利　
治　
（　
各　
一　
台　
）　

○　
フ　
ラ　
ワ　
ー　
パ　
ー　
ク　
特　
別　
企　
画　
色　
紙　
プ　

レ　
ゼ　
ン　
ト　
チ　
ャ　
リ　
テ　
ィ　
ー　
益　
金　
と　
し　
て　

社　
会　
福　
祉　
協　
議　
会　
に　
二　
万　
円　

パ　
ラ　
サ　
イ　
ト　
・　
シ　
ン　
グ　
ル　
（　
パ　
ラ　
サ　

イ　
ト　
は　
寄　
生　
）　
、　
つ　
ま　
り　
学　
校　
卒　
業　
後　

に　
就　
職　
し　
て　
成　
人　
に　
な　
っ　
て　
も　
親　
と　
同　

居　
し　
、　
基　
礎　
的　
な　
生　
活　
条　
件　
を　
親　
に　
依　

存　
し　
て　
い　
る　
未　
婚　
者　
の　
こ　
と　
を　
言　
う　
そ　

う　
で　
す　
。　
例　
え　
ば　
住　
宅　
と　
家　
事　
労　
働　
は　

親　
に　
任　
せ　
、　
本　
人　
は　
レ　
ジ　
ャ　
ー　
に　
高　
級　

品　
消　
費　
に　
明　
け　
暮　
れ　
る　
と　
い　
う　
生　
活　
で　

す　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
特　
有　
な　
現　
象　
は　
、　
現　

代　
の　
日　
本　
や　
韓　
国　
に　
も　
み　
ら　
れ　
、　
大　
学　

生　
か　
ら　
自　
立　
さ　
せ　
る　
欧　
米　
と　
は　
対　
象　
的　

で　
す　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
パ　
ラ　
サ　
イ　
ト　
・　
シ　

ン　
グ　
ル　
が　
増　
え　
る　
と　
、　
未　
婚　
化　
、　
晩　
婚　

化　
が　
進　
み　
、　
そ　
れ　
が　
少　
子　
化　
に　
つ　
な　
が　

る　
わ　
け　
で　
す　
。　
な　
る　
ほ　
ど　
な　
ー　
と　
感　
心　

す　
る　
反　
面　
、　
自　
分　
を　
振　
り　
返　
る　
と　
重　
な　

っ　
て　
し　
ま　
う　
部　
分　
の　
多　
さ　
に　
ハ　
ッ　
と　
し　

ま　
し　
た　
。　

さ　
て　
、　
三　
月　
も　
残　
す　
と　
こ　
ろ　
あ　
と　
わ　

ず　
か　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
入　
学　
、　
就　
職　
、　

人　
事　
異　
動　
、　
転　
勤　
な　
ど　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
新　

し　
い　
環　
境　
に　
直　
面　
す　
る　
人　
も　
多　
い　
で　
し　

ょ　
う　
。　
今　
咲　
く　
桜　
の　
つ　
ぼ　
み　
の　
よ　
う　
に　
希　

望　
を　
持　
っ　
て　
い　
き　
た　
い　
で　
す　
ね　
。　（　
且　
）　




